
伊勢湾再生推進会議（Ｈ１８．２～）
中部地方整備局、第四管区海上保安本部、地方創生推進事務局、
東海農政局、中部森林管理局、水産庁、中部経済産業局、中部地方環境事務所、
岐阜県、愛知県、三重県、名古屋市、名古屋港管理組合、四日市港管理組合

伊勢湾再生行動計画
(H19.3～H29.3)

伊勢湾再生行動計画(第二期)
(H29.6～R9.3)

伊勢湾再生海域検討会（Ｈ１８．３～）
学識者、NPO、漁業関係者、愛知県、三重県
（行動計画の海域施策を検討するために設置）

伊勢湾再生海域推進ﾌﾟﾛ
ｸﾞﾗﾑ
(H20.3～H30.3)

伊勢湾再生海域推進
ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ(Ⅱ期)
（H31.3～R9.3）

海域における再生手法や目標等を具体化

検討体系図
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伊勢湾再⽣海域検討会の取り組み状況について
【伊勢湾再生海域検討会】
「伊勢湾再生推進会議」において採択された基本方針を受け、海域の観点から行動計
画に反映させるべき目標や施策などを具体的に検討していくために設置された組織で
す。検討を推進するため伊勢湾再生海域推進プログラムを策定しています。

【伊勢湾再生推進会議】
総合的な伊勢湾再生への取組みと地域活性化の醸成を重点に置いた総合的な「伊勢湾
とその流域の環境改善」のための行動計画（伊勢湾再生行動計画）を策定しています。
この行動計画の推進を図るとともに、定期的なフォローアップを行っています。

取組として本日は以下の３つを紹介します。

１．モニタリングについて
２．情報発信（海の再生全国会議）
３．数値シミュレーションの実施
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モニタリングについて（伊勢湾環境データベース）
伊勢湾・三河湾のリアルタイムの水質や流況などの環境情報をスマホなどで容易に閲
覧することができます。中部地方整備局港湾空港部では、伊勢湾の水質定点観測や海
洋表層流観測を行い＊ 関係機関とも連携して、下記のような情報を提供しています。

＊伊勢湾湾西部にモニタリングポストを新設しました（令和4年6月から観測開始）

水質定点観測位置

中部地方整備局港湾空港部
水温、塩分、DO、濁度、クロロ
フィル等をモニタリング

愛知県水産試験場（三河湾情報）
水温、塩分、DO、濁度、クロロ
フィル等をモニタリング

三重県真珠養殖連絡協議会
漁場水温をモニタリング

水質情報

スマホ閲覧画面 モニタリングポスト

スマホ版は以下のQRコードからアクセ
スできます。
※伊勢湾環境データベース

船（白龍）による定期観測 定点観測情報（２月～８月の水温）

地点：伊勢湾湾西
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応募者の皆様と、流域圏の自治体などが海の水質が悪くなりやすい夏の時期に一斉に
モニタリングを行うことで、伊勢湾流域圏全体の水環境の状態を知ることができます。

伊勢湾流域圏とは…
伊勢湾と伊勢湾に流れ込む河川
の集⽔域となっている地域。
(上図の⽔⾊および緑⾊で⽰し
た部分)

【感想やご意⾒（抜粋の要約）】
・暑かったけど、楽しかった。
・⿂を捕まえることができたということもあり、有意義だった。
・外来種がいなかった。
・⽔質については、近くに⾏くと浅いところはしっかり底が⾒え
たので、⽔質ははあまり悪くないと⾔えるが、⽔質調査キット
を使⽤すると、良いとも⾔えないという結果になった。

⽔質調査キット 調査結果の様⼦ 実施の様⼦

モニタリングについて（伊勢湾流域圏⼀⻫モニタリング）
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・令和7年2月28日（金）、中電ホールにて「第19回 海の再生全国会議in伊勢湾～豊
饒な宝の海を取り戻すために今できること～」を開催しました。

・本会議に先立ち、一般財団法人 みなと総合研究財団が主催する「第2回 全国海の再

生・ブルーインフラ賞授賞式」も行われ、国土交通大臣賞として、愛知県西尾市立
佐久島しおさい学校による「佐久島の海を守る～子どもたちが主体で行うアマモの
保全活動～」が授賞しました。

・当日はオンライン含め約２００名の参加がありました。

情報発信（海の再⽣全国会議）

基調講演の様⼦

当時のチラシ



・浅場造成のみの生息場整備だけでは、アサリ資源量の増加効果は限定的で、栄養塩
管理の実施により大きく資源回復が見込まれる様子が確認されました。

・藻場造成と栄養塩管理の併用により、アサリ資源量の増加の効果が確認されました。

5

数値シミュレーションの実施

各施策とアサリ資源量の変化


